
ふつう観賞用に栽培される多年草。山野に自生するといわれるが、人家の近くにしか見られないので、お
そらく古い時代に中国から渡来し野生化したと考えられる。葉は早春に伸び、粉緑色を帯び、長さ20-

30cm、幅18-25mmで、初夏には枯れる。8-9月に、高さ50-70cmの花茎が立ち、数個の淡紅紫色の花が
開く。

水田の畦などにヒガンバナのように生育している場所がある。分布に不明な点が多く、調査が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Lycoris  x squamigigera  Maxim.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

三木市、小野市、宍粟市、香美町、淡路市

■ 国内分布

不明

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ヒガンバナ科

兵庫県ランク…ナツズイセン
環境省ランク… －


